
                           

 

【事業の目的】 
 『農林 61 号』という小麦は、昔から全国的に栽培されてきた品種ですが、

新品種の台頭や外国産小麦の進出により種の購入や栽培、販売が難しくなりま

した。  

 嵐山町ではこの小麦の隠れた需要に着目し、農業者の収入向上と地域農業の

活性化のため、小麦復刻栽培と安定供給への取組を行い、地域で食べられてき

た「めんこ」こと地粉うどんを復活させることを目的としてこのプロジェクト

をスタートさせました。  

現在では、農業者と加工者を繋ぐ架け橋となるため PR 活動も積極的に行い、

この小麦を使った新たな加工品の開発・販売も目的としています。  

 

【事業の内容】 
 この事業において、小麦の生産量の増加と協賛店の増加の 2 つがポイントと

なります。小麦農林 61 号の正規の種を町独自のルートで仕入れ、埼玉県農業

技術研究センターから栽培指導を受け、品質の確保と栽培技術の確立、安定供

給をサポートしています。播種前契約栽培が基本となる小麦の生産の仕組み上、

協賛店を紹介する「農林 61 マップ」の作成や試作用小麦を使った PR、マスコ

ミへの発信など、広報活動により契約者を増やし、小麦の栽培面積を増加させ、

安定供給に繋げるものです。  

 

【事業年度】 
 平成 28 年度～  

 

【予算額（千円）】 
 4,927 千円（令和 2 年度）  

 

【財源】 
 地方創生推進交付金（国）、一般財源（町）  
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【事業実施に至った背景・経緯】 
 『農林 61 号』という品種の小麦は、うどんに適した中力粉で、嵐山町を含

む丘陵地では水田の裏作として昔から栽培してきました。しかし、新品種の台

頭や外国産小麦の進出により種の購入や栽培、販売が難しくなりました。  

 現在でも「うどんには農林 61 号でないと」と復刻を望む声が多く聞かれ、

嵐山町ではこの小麦の隠れた需要に着目し、平成 28 年度に事業をスタートし

ました。  

 

【事業のＰＲポイント】 
 正規の種を独自ルートで仕入れて栽培している小麦を、協賛店に加入するこ

とで契約栽培にて購入することができます。また、製粉機も独自で所有してい

るため、製粉したての小麦粉や、希望に応じて全粒粉の提供も行っています。  

 協賛店には嵐山産小麦農林 61 号使用について店内外で PR していただき、

嵐山町は「農林 61 マップ」に協賛店を掲載したりマスコミ発信を行うなど、

店の PR に協力します。  

 令和 2 年度からは小麦粉の一般販売も開始し、加工業者でなくても農産物直

売所で農林 61 号を購入できます。  

 

【事業実績・成果・今後の展開】 
 平成 28 年度、農林 61 号を使った「味菜工房めんこ 61 店」がオープンし

ました。  

 平成 29 年度、「嵐山町めんこ 61 小麦利用促進協議会」が発足しました。  

令和 2 年度は、11 月から協賛店を巡るスタンプラリーを実施し、多くの方

にこの小麦の良さを知っていただくことができました。マスコミ各社でも記事

として取り上げられ、町内外から多くの反響がありました。また、以前は契約

栽培のみで出荷していた農林 61 号の小売りを嵐山農産物直売所でスタートし、

月に 50 ㎏ほど売り上げています。令和 3 年 2 月現在、小麦を契約する協賛店

は 14 店舗となり、町外にも広がっています。また、11 月には航空自衛隊入間

基地で行われた航空観閲式後の昼食会で、農林 61 号で打ったうどんが振舞わ

れ、菅総理大臣をはじめ政府要人の方々が召し上がりました。  

 令和 3 年度販売に向けて、農林 61 号を使った嵐山町ならではのお土産品と

して、乾麺（うどん）の開発に取り組んでいます。観光案内所、関越の PA、ふ

るさと納税返礼品など様々な場所で販売し、嵐山町の味として多くの方に愛さ

れる商品となることを目指します。  

 



【参考資料】 

パンフレット等  

 

〔  連絡先  〕  

  農政課  農業振興担当    0493（59）6671（内線 392）  










